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1.  平成21年9月期第3四半期の連結業績（平成20年10月1日～平成21年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年9月期第3四半期 4,875 ― △106 ― △93 ― △77 ―

20年9月期第3四半期 5,588 △2.7 169 △46.4 179 △44.9 145 △47.0

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

21年9月期第3四半期 △8.64 ―

20年9月期第3四半期 16.21 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年9月期第3四半期 6,271 5,171 82.2 572.87
20年9月期 6,422 5,346 82.6 589.51

（参考） 自己資本   21年9月期第3四半期  5,156百万円 20年9月期  5,306百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年9月期 ― ― ― 8.00 8.00
21年9月期 ― ― ―

21年9月期 
（予想）

6.00 6.00

3.  平成21年9月期の連結業績予想（平成20年10月1日～平成21年9月30日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 8,250 8.1 285 △7.2 300 △6.5 165 △43.0 18.33
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は４ページ「定性的情報・財務諸表等 ４．その他」をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年9月期第3四半期 9,002,200株 20年9月期  9,002,200株

② 期末自己株式数 21年9月期第3四半期  759株 20年9月期  559株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年9月期第3四半期 9,001,489株 20年9月期第3四半期 9,001,741株
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 当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、企業収益の大幅な悪化に伴い設備投資の急激な落ち込みが見ら

れるなど、極めて厳しい状況で推移いたしました。 

 当社の属するＩＴ業界におきましても、景況悪化に伴い企業の情報化投資抑制が高まっていることや、システム投

資を牽引してきた金融機関系システムの構築需要の一巡感等の要因により厳しい状況下にあります。 

 このような状況下、当社グループにおいても企業のシステム投資意欲減退により、新規顧客の受託開発は苦戦した

ものの、保守・運用契約のある既存顧客のカスタマイズ案件や付随するシステム開発の受注獲得に注力する一方で、

HP Integrity NonStopサーバーを核としたシステム・インフラストラクチャのＳＩ事業を手掛ける日本ヒューレッ

ト・パッカード株式会社との合弁会社「日本NonStopイノベーション株式会社」を中心に、特定ソリューション・サ

ービスの強化を進めてまいりました。また、当社は、平成20年11月17日をもってキヤノン電子株式会社を親会社とす

るキヤノン電子グループの一員として新たなスタートを切っておりますが、同社を含めたキヤノングループ各社との

事業シナジーの最大化を企図とした具体的な協議を開始しております。 

 当第３四半期におきましては、技術者の徹底したアサイン管理、購買部門におけるビジネスパートナーの一元管理

により製造コストを、費用対効果の見直し等により販売コストを統制してまいりましたが、受注開発案件の減少や主

要顧客からの値引き要請等の理由により、売上高、利益ともに当初予想を下回りました。 

 なお、キヤノン電子株式会社による当社普通株式に対する公開買付けに関し、当社は企業提携・資本移動に係る手

数料として１億17百万円を支払っており、当第３四半期累計期間に特別損失にて計上しております。 

 その結果、売上高は12億80百万円、営業損失は１億23百万円、経常損失は１億15百万円、四半期純損失は85百万円

となりました。 

 品目別の売上高は、以下のとおりとなりました。 

 「システム開発」区分におきましては、７億73百万円となりました。 

 「保守・運用」区分におきましては、４億35百万円となりました。 

 「ライセンス・パッケージ」区分におきましては、38百万円となりました。 

 「Ｗｅｂデザイン」区分におきましては、23百万円となりました。 

 「その他」区分におきましては、７百万円となりました。 

 「ＯＡ機器販売」区分におきましては、１百万円となりました。 

  

  

 （１）資産、負債及び純資産の状況 

 当第３四半期末の総資産は、62億71百万円となり前連結会計年度末に比べ１億50百万円減少しました。主な要因と

して、仕掛品の増加３億32百万円、短期繰延税金資産の増加93百万円、ソフトウェアの増加52百万円があったもの

の、現金及び預金の減少２億36百万円、受取手形及び売掛金の減少３億85百万円があったことによるものでありま

す。 

 負債は11億円となり、前連結会計年度末に比べ24百万円増加しました。主な要因として、賞与引当金の減少１億50

百万円、未払法人税等の減少１億46百万円、退職給付引当金の減少23百万円があったものの、未払金の増加３億49百

万円があったことによるものであります。 

 また純資産につきましては51億71百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億75百万円減少しました。主な要因と

して、当期純損失77百万円及び期末配当金の支払72百万円があったことによるものであります。 

 （２）キャッシュ・フローの状況 

 当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は37億58百万円となり、

当第２四半期連結会計期間末に比べて３億86百万円増加しました。 

 当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

 （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果獲得した資金は、３億26百万円となりました。主な要因として、税金等調整前四半期純損失１億15

百万円、賞与引当金の減少額１億36百万円、たな卸資産の増加額３億68百万円、法人税等の支払額76百万円があった

ものの、売上債権の減少額５億87百万円、未払金の増加額３億48百万円、減価償却費の計上34百万円、前受金の増加

額57百万円があったことによるものであります。 

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

２．連結財政状態に関する定性的情報
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 （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果獲得した資金は、59百万円となりました。主な要因として、無形固定資産の取得による支出41百万

円があったものの、定期預金の払戻による収入１億円があったことによるものであります。 

 （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の主な要因は配当金の支払によるものであります。  

  

 連結業績予想につきましては、平成20年11月４日に公表いたしました「平成20年９月期 決算短信」に記載の内容

から変更はありません。 

  

  

該当事項はありません。 

  

   

 固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算出する方法によ

っております。  

  

①「四半期財務諸表に関する会計基準」等の適用  

 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表

規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

②「棚卸資産の評価に関する会計基準」の適用 

 当第1四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５

日）が適用されたことに伴い、棚卸資産の評価基準を主として個別法による原価法から主として個別法による原

価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切り下げの方法）に変更しております。 

 なお、この変更に伴う損益への影響は軽微であります。 

③「リース取引に関する会計基準」等の適用 

 リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引については、従来、

賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基

準第13号 平成19年３月30日改正）及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準第16号 平

成19年３月30日改正）を平成20年４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用し、通

常の売買取引に係る方法に準じた会計処理によっております。 

 また、当該リース資産の減価償却の方法は、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零として算定する方法に

よっております。 

 なお、リース取引開始日が適用初年度前のリース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファ

イナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しておりま

す。 

 この変更に伴う損益への影響はありません。  

  

３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,758,368 3,994,457

受取手形及び売掛金 739,091 1,124,093

商品 999 1,061

仕掛品 581,674 249,642

繰延税金資産 280,450 186,480

その他 144,562 134,119

貸倒引当金 △6,511 △1,176

流動資産合計 5,498,635 5,688,676

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 51,212 51,212

減価償却累計額 △28,366 △24,463

建物及び構築物（純額） 22,846 26,748

工具、器具及び備品 346,597 313,565

減価償却累計額 △282,857 △254,270

工具、器具及び備品（純額） 63,740 59,295

有形固定資産合計 86,586 86,044

無形固定資産   

のれん 238,786 254,834

ソフトウエア 292,210 240,101

その他 4,645 4,645

無形固定資産合計 535,641 499,580

投資その他の資産   

投資有価証券 28,483 28,023

繰延税金資産 10,210 10,862

その他 136,516 133,099

貸倒引当金 △24,213 △24,000

投資その他の資産合計 150,996 147,985

固定資産合計 773,225 733,610

資産合計 6,271,860 6,422,286
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 294,189 314,781

未払法人税等 1,226 147,340

賞与引当金 162,404 313,359

その他 637,593 272,116

流動負債合計 1,095,413 1,047,598

固定負債   

退職給付引当金  23,579

その他 4,702 4,522

固定負債合計 4,702 28,101

負債合計 1,100,116 1,075,700

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,399,916 2,399,916

資本剰余金 1,557,958 1,557,958

利益剰余金 1,199,333 1,349,084

自己株式 △555 △458

株主資本合計 5,156,652 5,306,501

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 14 40

評価・換算差額等合計 14 40

少数株主持分 15,077 40,045

純資産合計 5,171,744 5,346,586

負債純資産合計 6,271,860 6,422,286
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成21年６月30日) 

売上高 4,875,797

売上原価 4,092,380

売上総利益 783,416

販売費及び一般管理費 890,369

営業損失（△） △106,952

営業外収益  

受取利息 12,133

受取配当金 3

その他 1,819

営業外収益合計 13,956

営業外費用  

その他 70

営業外費用合計 70

経常損失（△） △93,066

特別利益  

退職給付引当金戻入額 22,598

特別利益合計 22,598

特別損失  

固定資産除却損 8

アドバイザリー手数料 117,000

特別損失合計 117,008

税金等調整前四半期純損失（△） △187,476

法人税、住民税及び事業税 8,528

法人税等調整額 △93,300

法人税等合計 △84,771

少数株主損失（△） △24,967

四半期純損失（△） △77,737
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（第３四半期連結会計期間） 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

売上高 1,280,611

売上原価 1,096,046

売上総利益 184,565

販売費及び一般管理費 308,264

営業損失（△） △123,699

営業外収益  

受取利息 7,293

その他 508

営業外収益合計 7,802

経常損失（△） △115,896

税金等調整前四半期純損失（△） △115,896

法人税、住民税及び事業税 3,852

法人税等調整額 △24,090

法人税等合計 △20,237

少数株主損失（△） △10,334

四半期純損失（△） △85,324
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成21年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純損失（△） △187,476

減価償却費 112,082

のれん償却額 16,047

貸倒引当金の増減額（△は減少） 5,547

賞与引当金の増減額（△は減少） △150,955

退職給付引当金の増減額（△は減少） △23,579

受取利息及び受取配当金 △12,136

固定資産除却損 8

売上債権の増減額（△は増加） 385,001

たな卸資産の増減額（△は増加） △331,969

仕入債務の増減額（△は減少） △20,591

未払又は未収消費税等の増減額 △14,901

未払金の増減額（△は減少） 343,515

その他 74,466

小計 195,057

利息及び配当金の受取額 9,816

法人税等の支払額 △211,877

営業活動によるキャッシュ・フロー △7,003

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △32,987

無形固定資産の取得による支出 △130,841

定期預金の払戻による収入 100,000

投資有価証券の取得による支出 △504

敷金及び保証金の差入による支出 △4,708

敷金及び保証金の回収による収入 1,245

貸付けによる支出 △4,052,500

貸付金の回収による収入 4,059,247

出資金の回収による収入 150

投資活動によるキャッシュ・フロー △60,898

財務活動によるキャッシュ・フロー  

自己株式の取得による支出 △97

配当金の支払額 △68,088

財務活動によるキャッシュ・フロー △68,185

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △136,088

現金及び現金同等物の期首残高 3,894,457

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,758,368
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 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に

従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

 該当事項はありません。 

  

 当第３四半期連結累計期間（自 平成20年10月１日 至 平成21年６月30日） 

 当社グループの事業は、ソフトウェアの受託開発・販売事業ならびにこれらの付帯業務の単一事業でありま

す。従いまして、当該事業以外に事業の種類がありませんので、記載を省略しております。 

  

  

 当第３四半期連結累計期間（自 平成20年10月１日 至 平成21年６月30日） 

 本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

  

 当第３四半期連結累計期間（自 平成20年10月１日 至 平成21年６月30日） 

 海外売上高がないため、該当事項はありません。 

  

  

 該当事項はありません。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

〔所在地別セグメント情報〕

〔海外売上高〕

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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「参考資料」  

前年同四半期に係る財務諸表等 

（１）（要約）四半期連結損益計算書 

  

科目 

前年同四半期
（平成20年９月期 
第３四半期） 

金額（千円）

Ⅰ 売上高  5,588,266

Ⅱ 売上原価  4,568,439

売上総利益  1,019,826

Ⅲ 販売費及び一般管理費  850,825

営業利益  169,001

Ⅳ 営業外収益  12,279

Ⅴ 営業外費用  2,125

経常利益  179,154

Ⅵ 特別損失  7,577

税金等調整前四半期純利益  171,577

法人税、住民税及び事業税  28,836

少数株主利益  △3,212

四半期純利益  145,953
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（２）（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

  
前年同四半期

（平成20年９月期 
第３四半期） 

区分 金額（千円）

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー      

 税金等調整前四半期純利益    171,577

 のれん償却額  21,455

 減価償却費   77,480

 貸倒引当金の減少額 △800

 賞与引当金の減少額 △136,938

 受取利息及び受取配当金 △8,419

 売上債権の減少額  592,327

 たな卸資産の増加額 △34,056

 仕入債務の減少額 △51,800

 未収消費税等及び未払消費税等の減少額 △82,477

 その他  188,149

小計  736,496

 利息及び配当金の受取額  8,418

 法人税等の支払額 △12,011

営業活動によるキャッシュ・フロー  732,903

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー      

 貸付金の回収による収入   3,693

 有形固定資産の取得による支出 △31,755

 無形固定資産の取得による支出 △128,707

 その他 △4,645

投資活動によるキャッシュ・フロー △161,415

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー      

 配当金の支払額  △115,451

 自己株式取得による支出 △43

 少数株主からの払込による収入  50,000

財務活動によるキャッシュ・フロー  △65,494

Ⅳ 現金及び現金同等物の増加額  505,993

Ⅴ 現金及び現金同等物の期首残高  3,674,462

Ⅵ 現金及び現金同等物の四半期末残高  4,180,455
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 ① 品目別の売上高 

 （注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

 ② 品目別受注高及び受注残 

                           （単位：千円）  

 （注）１．上記金額には、消費税等は含まれておりません。 

２．数量の表示は、その性質上表示が困難であるため記載しておりません。 

  

６．その他の情報

（１）受注及び販売の状況

品目 

当第３四半期連結累計期間 

（自 平成20年10月１日 

 至 平成21年６月30日） 

金額（千円） 構成比（％） 

製品  

  

 システム開発  3,041,347  62.4

 保守・運用  1,428,115  29.3

 ライセンス・パッケージ  255,176  5.2

 Ｗｅｂデザイン  101,400  2.1

 その他  38,684  0.8

小計  4,864,724  99.8

商品  ＯＡ機器  11,073  0.2

合計  4,875,797  100.0

品目 

  

当第３四半期連結累計期間 

（自 平成20年10月１日 

 至 平成21年６月30日） 

受注高 受注残 

製品  

  

 システム開発 3,171,152 1,005,347

 保守・運用 1,183,545 415,900

 ライセンス・パッケージ 230,257 497,790

 Ｗｅｂデザイン 111,510 93,220

 その他 40,122 12,017

小計 4,736,587 2,024,275

商品  ＯＡ機器 11,873  800

合計  4,748,460 2,025,075
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 ① 品目別の売上高 

 （注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

 ② 品目別受注高及び受注残 

                           （単位：千円） 

 （注）１．上記金額には、消費税等は含まれておりません。 

２．数量の表示は、その性質上表示が困難であるため記載しておりません。  

  

「参考資料」

前四半期に係るその他の情報

（１）受注及び販売の状況

品目 

前年同四半期 

（平成20年９月期 

第３四半期） 

金額（千円） 構成比（％） 

製品 

 システム開発 3,199,427 57.2

 保守・運用 1,793,474 32.1

 ライセンス・パッケージ 378,337 6.8

 Ｗｅｂデザイン 129,099 2.3

 その他 59,733 1.1

小計 5,560,073 99.5

商品  ＯＡ機器 28,193 0.5

合計 5,588,266 100.0

品目 

前年同四半期 

 （平成20年９月期 

 第３四半期） 

受注高 受注残 

製品  

  

 システム開発 2,910,513 845,948

 保守・運用 1,495,047 586,718

 ライセンス・パッケージ 502,705 526,989

 Ｗｅｂデザイン 119,987 93,755

 その他 52,610 28,427

小計 5,080,864 2,081,839

商品  ＯＡ機器 28,193 －

合計 5,109,057 2,081,839
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